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この本の構成と使い方

●�トランプ氏に翻弄される世界 �  2 ●�写真でみる世界と日本2025 �  4

●グラフ読解のツボ  �  10
●この本に登場する言葉  �  12

●ニュースのことば  �  113
●練習問題 �  120
●正解と解説 �  146
●2026年はあれから何年？ �  157
●索引 �  158

▼自分なりの視点・考え方を養う

▼五つの分野とＳＤＧｓの関わり

▼分野横断的なトピックの紹介

　各テーマに、世の中で賛否が割れているさまざまな題材を取り上げたコーナー「   」があります。
異なる立場の意見を知ることで、自分なりの視点や考え方を養うことができます。

　国際連合「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ＝Sustainable Development Goals）」の17の目標のうち、五つの分
野に関わりのあるものを示しています。各テーマとどのような関わりがあるのか、注目してみましょう。
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外国人との共生 現状と課題 �
■日本と外国人 新たな時代へ  �  74
■やさしい日本語  �  77
■移民・難民に揺れる欧州  �  101

■外国人、高い増加率  �  27
■インバウンドが急増 観光公害も  �  46
■少子化が進むとどうなる？  �  55

デジタル化で変わる社会 �
■通信制高校生 初の30万人超  �  70
■進む司法のＩＴ化  �  80
■発展する情報社会  �  82〜85
■新たな脅威 ドローン、ＡＩ  �  107

■条例でつくる地域の未来  �  29
■現代に不可欠な「半導体」  �  45
■「所有」から「共有」「利用」へ  �  64
■口コミ装うステマを規制  �  65

男女平等への道のりは �
■ジェンダーと生きづらさ  �  75
■夫婦の姓 どうあるべきか  �  76

■少ない日本の女性議員  �  17
■女性の給与はなぜ低い？  �  61

■「被選挙権年齢」の引き下げに賛成？ 反対？  �  16
■憲法改正に賛成？ 反対？  �  21
■防衛費の増額に賛成？ 反対？  �  24
■東京圏に住みたい？ 住みたくない？  �  27
■消費税率の引き下げに賛成？ 反対？  �  39
■保護貿易と自由貿易 自国の経済にどちらが有利？  �  41
■訪日客向け「二重価格」の導入に賛成？ 反対？  �  46
■原発の最大限活用に賛成？ 反対？  �  49
■人口が減ると問題なの？  �  55
■�国民から集める社会保険料を増やすべきか？  

減らすべきか？  �  58
■正規雇用で働く？ 非正規雇用で働く？  �  63

■支払いはキャッシュレス？ 現金？  �  64
■学校は男女共学にすべきか？ 別学を残すべきか？  �  73
■選択的夫婦別姓制度に賛成？ 反対？  �  76
■死刑は維持すべきか？ 廃止すべきか？  �  78
■未成年のＳＮＳ規制に賛成？ 反対？  �  83
■動物の臓器を人体に 推進すべきか、否か？  �  87
■未然の災害に積極的な呼びかけ 賛成？ 反対？  �  92
■電力会社は温暖化の責任をとるべきか？  �  95
■アメリカと中国 どちらの政治体制が優れている？  � 101
■日本は核兵器禁止条約に参加すべきか、否か？  �  106
■日本の難民受け入れ どうあるべきか？  �  110
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